
調査①　 
地域団体の方の話　鶴ケ谷の現状と高齢者の実態  

三種類の高齢者層
1,元気な層　2,支援が必要な層　3,無関心な層

１元気な層：すでに自らのコミュニティを確立 40%
２支援が必要な層：行政レベルでの対応 25%
３無関心な層：持病等で満足に活動できない
　　　　　　　そもそも地域の活動に関心がない 35%
→3の層には…
　緊急時に対応してくれる人のつながりや施設が著しく少ない

考察①
どちらにも属さない無関心な層 を対象にして、イベントを行う
→高齢者のコミュニティ形成 が孤独死や認知症などの
　　　　　　　　　　　様々な問題の解決につながる

地域の輪を広げよう
宮城県仙台第三高等学校　探究31班

背景 
　 

今後の展望

イベントを実行するために…

１　地域の高齢者や飲食店に広報活動を行う

２　イベントの開催

３　改善案を考案　＋　改善案の実施（引き継ぎ）

広報活動・イベントの開催は、地域包括支援センター様 をはじめとし
た、協力してくださる団体様と共同して行う

最終的には…
高齢化が進んでいるこの日本で、鶴ケ谷地域と同じようにコミュニティの
減少や地域活性化が問題・課題となっている地域の良い前例になる

調査①　地域団体の方の話  
 
◎地域包括支援センター　大久保宗太郎さん  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*フレイルとは 

地域の活性化のために私達にはどのようなことができるのか考えており、現

在鶴ヶ谷地域では60歳以上の人口増加 と共に18歳以下の若い世代の人

口減少が問題になっている。  

Table1.○○○○○ ○○○○○ 

結果は実験を行った上での客観的な事実。数値だったり，グラフや
表で分かりやすいようにまとめることが大事。 
 
考察は客観的な結果（事実）から，過去の先行研究や知識と照らし
合わせて，考えられること。または，複数の結果（事実）を組み合
わせて考えられることを記載する。 

引用した文章・図・表どれも必ず参考文献と関連付けること 
その際には，引用部の末尾に１）のように参考文献の番号を 
片括弧で示すこと。 

特徴  認知症の患者に対しての相談多い→排除意識 
医療機関との連携や高齢、障害、児童の連携必要 

短所  高齢者のフレイル* 問題 
鶴ヶ谷小・中学校生の不登校者数 多 
805020問題、9060問題 

長所  高齢者内での趣味、地域活動盛ん 
高齢化率の減少による児童分野の盛り上がり 
アバインでの多世代交流 

鶴ケ谷市民センター

5月　探求の日　53班
ビブリオバトル→企画は良い　しかし、人は集まらない

広報の手段（市民センターとしての）

市民センターだより→回覧板

　　ホームページにも

③人ぐらいしか来ない

そのうち二人、声がけ

一人はチラシ

一回ではなかなか難しい

数年かけて育てていく

提案①

スマホ講座など

市民センターまつり

→地域の人達が

生涯学習→サークル（コミニケションを主）

探求クラブとして　ブース

提案②

4月　ーー　6月

鶴ケ谷中学校地域活性化　まつり

認知が甘い→集客が悪い

　仙台参考の音楽部や

地域資源で人を集まる

鶴ケ谷まつり

ステージ・パネルディスカッション

交流の手段

スポーツ

地域のいろいろな人達が交流する場作り

地域の人　　3000人→興味ある人何人？→その中で実際来る人

自分たちで①から難しい

サークル→ボランティア精神△

イベント

交流の場が生まれる

子どもたちの成長支援

→仙台参考の名前は使える

ドローン教室　

ナンバースクールのブランド

しかし、単発は難しい

高齢者と子供を分ける

②ヶ月に一回

高齢者に対象

サークル→人数不足

水彩画教室→サークル

3ヶ月は必要

イベント　市民センターまつり

子供向けに（7月）　お金取らなきゃいい

リスク少ない　小さなことから

スマホ教室

探求　地域

将来のためにもなる

小中 市民センター

独居老人

市民センターには来ない　地区写経　

　　　　　　　孤立しないように

老壮大学

市民センター　講座

何かを覚えてもらうというわけではない

きっかけ　人と人との深める

ころな→交流減

高齢者に楽しみを提供したい

子供

小中学生ターゲット

学校、過程では学べない　市民センターだからこそ

社会教育施設

学びの場

小学生　年間５＾６

仙台三高が講師　人気

仙台三高と子どもたちとの交流

鶴ケ谷　大きな規格→小さいの２　若い世代　買いやすい

子どもたちの子育て世代　

市民センター　4050代　アプローチが少ない

市民センターまつり

色々な世代の人達が関わっている

地域のお祭りを楽しむば　ちいきto地域

市民センター

一過性のイベントはなかなか難しい

市民センターはコーディネートをすることができる

テーマを地域の高齢者　次の世代

　　　　　　　

色々な団体に呼びかけ、協力申請可能

町内会

大人問題点話し合いをしたりするけど、子供の意見もほしい　子どもたちとも話し合いたい

単発のイベントのみ☓

他の市民センターでやってること

学びの循環

高齢者にデジタル　小中学生から教えてもらう

小中学生に人生　　築きを与える　　　　キャリアのため

持続的　

2年3年
目的意識

ワークショップなんかいかに分ける

最終的にイベント

告知　地域の人達に口頭で告知をしてもらうとgood

年間で３，４回　

一過性のは☓　継続的なもの

コミュニティーのメリット

敦賀や中学校　中学生が中心　地域の交流

ツル中美術部から地域の絵

→他の企画

コンサート　地域、三高

仙台三高

↓
仙台三高いい学校

鶴ケ谷地域としてはもったいない　地域日もいろいろなものを還元

吹奏楽→感動大きい

地域に還元　期待

☆敷居が高い

目的

高齢者の抱える孤独死や認知症などの様々な問題の解決やそれに

伴う地域活性化を行う

　 フレイルとは、健康な状態と要介護状態の中間
の段階を指す。年齢を重ねていくと、心身や社会性
などの面でダメージを受けたときに回復できる力が
低下し、これによって健康に過ごせていた状態か
ら、生活を送るために支援を受けなければならな
い要介護状態に変化し。

①鶴ケ谷住民にアンケート をとる 
　鶴ケ谷住民とワークショップ の開催 
　(住民の意見を取り入れる 
②イベント、活動等 を行う 
　(実際に行う 
 
 
 
 
地域活性化には「何が」必要なのか探っていく 

イベントを行う場合、一過性の活動 となる場合が多い 
(持続的な効果が見込まれない 
→自分たちが直接手を加える必要がない 活動を考える 
 
活動計画① 
多世代交流の場を作成  
・アバインのひまわり手芸店では... 
　高齢者、子供問わず様々な世代の人が出入り し交流してる 
→このような場を鶴ケ谷の中に増やす 
 
活動計画② 
既存の活動の補助  
・鶴ケ谷では様々な活動が行われている 
　こども食堂、市民センターでのサークル活動など 
→これらの活動がより多くの世代の交流の場となるようにする 
 

鶴ケ谷地区は高齢化社会となっている。高齢化社会は様々な問

題を抱えており、認知症や孤独死といった問題はよく話題にもな

る。また、それに加え地域の過疎化といった問題もある。

詳細  食事に関するテーマを設定し、そのテーマに基づいて参加者  
 同士が意見交換を行う。  

 
目的 意見を交わすことで、高齢者同士の交流を 活発にする。 

議論の中で話題に上がったお店などに、実際に足を運んでい ただく
ことで、参加者同士の交流を促す。  
 

理由 「話したいが、なかなかその機会がない」という高齢者の
方々にも気軽に参加していただける。
話題が尽きた場合でも、他の話題に自然に移行することができ、会話が
途切れることなく進行できる。
グルメ以外のテーマでも応用が可能。

短所 人が集まらなければイベントの実行が不可能
→十分な広報を行うことで認知を広める。

イベントを実行するにあたって、以下の計画を実施します。

１， 地域の高齢者や飲食店に実際にこのイベントが有用かどうかイン
タビューを行う。

２， インタビューに基づいて事業計画書を作成する。

３， 協力してくださる方を探しつつ、広報を行う。

４， イベントを行う。

５， 反省を行い、改善案を考案する。

６， 改善案を実践する。

インタビューや広報活動、実際のイベントを行う際などは、地域包括支援センター様をはじ
めとした、協力してくださる団体様と共同して行います。

調査② 
高齢者大学　副理事のお話  
 
地域活性化にも様々な形があり、自分達が自ら社会に飛び込む
プッシュ型と自分達の輪の中に人を呼び込むプル型の2つに大き
く分蹴られる。 
 
→その中で自分達が目指すのはプル型 

計画 

〈グルメ討論会〉（例）  
 

詳細  食事に関するテーマを設定し、そのテー
マに基づいて参加者が意見交換する

目的 意見交換で高齢者同士の交流を活発にする　　　　
議論の中で話題に上がったお店などに実際
に足を運び参加者同士の交流を促す

理由 「食」というテーマ
誰でも気軽に参加できる内容
様々な会話に繋げやすい
「議論」というテーマ
会話はコミュニケーションの第一歩

老年世代は健康に興味の
ある世代が多い、また、近
年増えてきた携帯電話を
用いた犯罪などが多くな敵
機手織り、底に観点を当て
た携帯電話マナーアップ講
話なども流行っている計画

ベンチを使った
コミュニティ形成

　ベンチは人が集まる場所
→居場所になる

どんな場所？
ひと呼吸つきながら地域の方が
集まってゆっくりと過ごせる居場
所

近くの施設にも協力していただ
き、地域の方が集まれる場所を
作る

講話を中心としたイベント

→呼び込みを目的としたイベント

・健康系の講話
→仙台福祉協議会の方が手
伝ってくれる

・防犯系の講話
→地域安全教室講師派遣事業
について、という仙台市の事業
がある

調査③
実際どのような効果があるのか

認知症の増加率

一定の割合と
割合が上昇する場合

100万の差

↓地域包括センター様作成資料より

調査より

無関心な層を対象とし、より持続的に開催できる、コミュニケーションを

中心としたイベント。

　　　　　　　　仙台市　町名別年齢別住民基本台帳人口データ 

2つのアプローチ


